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はじめに

事業や製品の紹介 

代表取締役　浅岡直人

弊社、太田圧送・三ツ木リサイクルプラントは土木工事、解体工事、建設工事で排出された土

木工事、解体工事、建設工事で排出されたがれき類等を受入し、破砕処理にて再生路盤材（RC-

40）を作り資材として販売をしております。

再生路盤材は資材としての品質・性能、環境に対する安全性を定めた愛知県リサイクル資材評

価制度あいくる材の認定を受けており、評価基準の粒度、塑性指数、修正ＣＢＲ、すりへり、

不純物等の品質検査を年１回実施し、「環境と地域社会への貢献」を基本に安心・安全をご提

供する企業を目指しています。
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1 事業の概要　１／４

許可内容

＊建設業に関しては現在活動実態はない

有効期限

環境管理責任者

担当者　連絡先

令和6年2月23日

令和7年8月13日

令和7年6月19日

取締役　水野佑哉　　担当者　馬場恵里

TEL（0564）43-3159　　FAX（0564）43-5488

許可番号

第10520058000号

第02300058000号

般・27第54328号

許可の範囲

岡崎市

愛知県

愛知県建設業　とび・土工

許可年月日

設　立 1979年 1000万円

事業所名

代表者名

株式会社太田圧送

代表取締役会長　浅岡直人

本社　愛知県岡崎市上三ツ木町字北稗田8番地

所在地

　施設処理場　愛知県岡崎市上三ツ木町字北稗田12番1

資本金

事業年度

事業内容

従業員数 売上高10人

産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業、

再生路盤材（RC-40）の販売・運搬

 事務所面積　88.45㎡ 敷地面積　3,964㎡事務所・施設面積

4月1日～翌3月31日

10,178万円

平成31年3月26日

令和2年8月14日

令和2年6月20日

許可の種類

産業廃棄物処分業

産業廃棄物収集運搬業
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1 事業の概要　２／４

産業廃棄物処分業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物の収集運搬

中間処分（破砕）

許可の期限

2023年（令和6年）2月23日

事業の区分

1　事業の範囲

岡崎市  第10520058000号

許可登録番号　 許可年月日

2019年（令和元年）3月26日

許可品目

下記

２　事業の用に供するすべての施設

ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを 除く）及

び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く）、が れき類（石綿含有産業廃

棄物を除く） 以上 ２品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く）

処理能力

汚泥、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生

じたものを除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を

除く）、がれき類（石綿含有産業廃棄を除く。）以上３品目

産業廃棄物の種類

産業廃棄物

の種類

破砕設備

下記 2020年（令和2年）8月14日 2025年（令和7年）8月13日

設置場所 

許可年月日 

１　事業の範囲

上記品目は、水銀使用製品産業廃棄物を除く。

ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを

除く）及び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く）

584.96ｔ／日（73.12ｔ／時間）

がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く）　828.8ｔ／日（103.6ｔ／時間）

愛知県岡崎市上三ツ木町字北稗田12番１ 設置年月日 平成16年11月2日

許可番号 平成16年11月2日 廃第20－1号

許可登録番号　 許可品目 許可年月日 許可の期限

愛知県 第02300058000号
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1 事業の概要　３／４

処理実績

１　収集運搬（2018年4月1日～2023年3月）：収集運搬実績

２　処分（2018年4月1日～2023年3月）：処分実績

事業産業廃棄物処理工程図

7,436.58

ｔ

4,228.00

4,427.00

5,247.00

5,157.80

2019年4月～2020年3月

2018年4月～2019年3月

46,481.77

49,886.20

57,220.90

58,539.93

63,565.48

2021年4月～2022年3月

2020年4月～2021年3月

2019年4月～2020年3月

2018年4月～2019年3月

2022年度

排出事業者より搬入、もしくは自社にて運搬したがれき類をコンクリートくずを重機で破砕し

鉄筋と不純物を除去し、グリズリに投入後、大割破砕機で破砕し、コンベアにて選別機（ふる

い）で大きさの選別を行う。手選別で不純物（廃プラ・木くず等）は排除し、ふるいを通過す

ることのできない40㎜以上の大きさの物は、小割り用クラッシャーにて小割りされ、再度ふる

いにかけられ通過したものが製品RC-40（再生路盤材）となる。再生率ほぼ 100％。

期間

2022年4月～2023年3月

2021年4月～2022年3月

2020年4月～2021年3月

2022年度

2021年度

2020年度

2019年度

2018年度

2021年度

2020年度

2019年度

2018年度

2022年4月～2023年3月

ガラ受

入

重機にて粉砕し、

鉄筋・不純物除

去

大割破砕

機
ふるい

再生路盤材

（RC-40）

鉄くず 売却

手選別にて

不純物除去
小割粉砕機

処理能力 828.8t/日

ジョークラッシャー

廃プラ・木屑（不純

物）他社にて処分

40mmを超える砕石がふるいの目

から落ちずにリターンする
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1 事業の概要　４／４

保有施設

２台

４台

２台

１台

１台

２）事業内容 　産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業認証・登録の対象範囲

対象範囲

事業内容

従業員数

環境活動レポートの

対象期間（試行運用）
2022年4月～2023年3月まで。

全組織

産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業

建設業に関する実績はありませんので対象範囲に含まない。

社員　10　人

１　車輌の種類と台数 ２　処理施設の設備

１基

10ｔダンプ

油圧ショベル

ホイールローダ

リフト

スイーパー

破砕機

（粗破砕）ジョークラッシャー　…　垂直

に固定された固定ジョーと、一端を固定さ

れながら前後に揺動するスウィングジョー

との間で破砕物（がれき類）を圧縮破砕す

る。
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3 環境経営方針

環境経営理念

環境保全への行動指針 

1

2

3

4

5

6

制定日2023年3月1日

代表取締役　浅岡直人

環境に関しての教育を全従業員に行い、環境保全の意識を高めます。

株式会社 太田圧送は建設工事に伴うがれき類等を破砕処理し、再生路盤材を作る産業廃棄物処

理の事業活動を通じて地球環境に配慮し、サーキュラーエコノミーの実現に貢献していきま

す。

エコアクション21環境経営システムを構築・運営し、環境への取組を継続的に行います。

電力・資源消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

廃棄物のリサイクル活動を通して、サーキュラーエコノミーの実現に貢献します。

水資源（使用量）の節水に努めます。

環境に関する法令及び法規制の遵守に努めます。
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4 環境経営目標 年度：４月～翌３月

産業廃棄物の

リサイクル率の向上
％

軽油使用量の削減 ℓ

ℓ
ガソリン使用量

の削減

項目 単位

電力使用量

の削減
kWh 77,560

二酸化炭素排出量

の削減
kg-CO2 289,800

基準

4月～翌3月

2019年度

113

地下水 m3

再生路盤材

（あいくる材）

の販売

トン

水使用量

の削減

上水 m3 122 115

0.03一般廃棄物の削減 トン

2,664

短・中期目標

2024年度

（－7％）

269,514272,412 269,514

（－6％） （－7％）

2022年度 2023年度

72,131

88,360 87,420

72,906

2,692

94,000

2,864

72,131

削減に取り組むが少量の為、数値目標は当面、

実績値を把握してから定める

電力使用量のCO2 換算係数は中部電力のの2021年度実績・調整係数の0.388 kg-CO2/kWhを使用。

あいくる材：愛知県リサイクル資材評価制度RC-40 材。

化学物質（PRTR対象物質）の使用はありません。

113

1,621

87,420

2,664

99 99％以上

73,600 50,000トン以上（但し処理量による）　

1743 1,638 1,621
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5 実施体制

　

役割・責任・権限

役割・担当者

代表取締役会長

  責任・権限

・環境経営方針決定 ・環境経営システムの承認

代表取締役会長　浅岡直人

代表取締役社長　林 誠一

取締役　事業推進部

水野佑哉

工場３名 企画・営業１名

現場・事務

・環境経営方針確認 ・環境経営システムの確認

・是正・予防措置の検討 ・緊急時の対応

・環境負荷と原因となる活動の特定 ・苦情処理に対応

・環境経営レポートの確認 ・各種報告書の確認

・運用状況の監査結果の確認 ・環境活動データの確認

・経営資源の準備

環境管理責任者

・管理部長

・取締役、管理部長の指示に基づき行動する

・環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・自分の役割を理解し、自主的。積極的に環境活動参加

環境管理責任者・担当者

水野佑哉・馬場恵里

・環境経営の統率責任者 ・運用状況の監査・結果を代表取締役に報告

・環境活動データの実績まとめ ・外部からの問い合わせ対応指示

事務3名

管理部長

馬場恵里

代表取締役社長

・全体の評価と見直し、環境負荷及び取組の自己チェックの実施

・環境経営方針、環境経営目標と環境経営計画の立案、全社員への周知・教育と訓練

・取組の評価 ・各種報告書の作成 ・環境経営レポートの作成・発行

・環境経営目標及び環境経営計画管理 ・条例、法令の管理
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6 環境経営活動・取組内容と計画

二酸化炭素の削減

担当 計画

・プラントの不要運転の停止 水野佑哉

年度初めに、

数値目標と取

組項目を確

認。

実績値は毎月

確認、前年同

月との比較を

実施。

6か月ごとに取

組実績を確認

し必要があれ

ば対応する。

・不要照明の消灯

手島

・PCの省電力、不要時の電源OFF

・空調温度の最適化

（適温設定、すだれ、扇風機の併用）

軽油使用量の削減

・車輛、重機の点検整備

水野佑哉

・給油量を可視化し意識を高める

水道水・地下水使用量の削減

年度初めに、

数値目標と取

組項目を確

認。

実績値は毎月

確認、前年同

月との比較を

実施。

馬場

水野佑哉

一般廃棄物の削減

・両面印刷、両面コピーを徹底する

馬場

・裏紙を使用

産業廃棄物のリサイクル率向上・あいいくる材の販売促進

・回収廃棄物の適正処理（愛知県あいくる材の認定評価の取

得と実践）
水野佑哉

・節水の呼びかけ、掲示、励行

・洗車時の節水

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

・エコドライブの徹底

水野佑哉

・不必要なアイドリングの禁止
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7 環境経営目標の実績と評価 運用期間：４月から３月

軽油使用量の削減 ℓ 94,000 74,000

項目 単位 2019年度(基準年）

4月～3月

電力使用量の削減 kWh 77,560

二酸化炭素排出量

の削減
kg-CO2 289,800

74

99%

59,651

ガソリン使用量

の削減
ℓ 2,864 2,764

水使用量の

削減

上水 m3 122

地下水 m3

2022年度

2021 年度

4月～3月

224,234

66,691

4月～3月

272,412

2022年度

4月～3月

190,992

59,454

62,000

実績

削減に取り組むが少量の為、

数値目標は当面、実績値を把握

してから定める

1,638

評価

4月～3月

〇

〇

〇

〇

〇

72,906

88,360

2,692

目標

99%

電力使用量のCO2 換算係数は中部電力のの2021年度実績・調整係数の0.388  kg-CO2/kWhを使

用。あいくる材：愛知県リサイクル資材評価制度RC-40 材。化学物質（PRTR対象物質）の使用

はありません。

〇

〇

2,746

99%

56,866

1,136

115

一般廃棄物の削減 トン 0.03 0.03

1,743 1,385

0.03

49

50,000トン以

上

△

目標は未達成だ

が基準値以下

産業廃棄物の

リサイクル率の向上
％ 99%

再生路盤材（あいく

る材）の販売
トン 73,600

（株）太田圧送・三ツ木リサイクルプラント



8 環境取組計画の結果と評価、次年度以降の計画

再生路盤材（あいくる材）の販売：2022年度の実績は 56,866ｔであった。比較的順調ではあるが、今後公

共事業が減少する販売傾向も減少となる。

・不要照明の消灯

手島

・PCの省電力、不要時の電源OFF

・空調温度の最適化

（適温設定、すだれ、扇風機の併用）

一般廃棄物の削減

・両面印刷、両面コピーを徹底する

軽油使用量の削減

・車輛、重機の点検整備

水野佑哉

・給油量を可視化し意識を高める

・節水の呼びかけ、掲示、励行

・洗車時の節水

・不必要なアイドリングの禁止

水道水・地下水使用量の削減

馬場

水野佑哉

二酸化炭素の削減

担当 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・プラントの不要運転の停止 水野佑哉

クーラーと扇風機を併用。クーラーの温度設定を25℃

とし、過度に使用しないよう気を付けていきたい。窓

を複層ガラス、屋根に遮熱塗装をしたため、その効果

に期待したい。

電力使用量の削減

・裏紙を使用

使用量の可視化で今後も現場社員の意識を高めたい。

道路の混雑状況等の情報共有や最短距離、空荷をなく

すなど様々な点から考慮し、今後もガソリン使用量を

減らしていきたい。

水野佑哉

裏紙の使用を心掛け、コピーミスを無くすなど今後も

徹底していきたい。FAXは必要なものだけを刷り、紙

使用量削減に努めている。

馬場

検針ごとに使用量を把握して今後も節水の意識は高め

続けたい。

ガソリン使用量の削減

・エコドライブの徹底

（株）太田圧送・三ツ木リサイクルプラント



環境関連法規などの遵守状況確認（違反、訴訟の有無）

　産業廃棄物運搬実績報告　(愛知県規則第9号)

　産業廃棄物処分実績報告　(愛知県規則第9号)

産業廃棄物・事業者の処理

（施行令第6条の2：処理委託契約）

（廃棄物の適正な処理の促進に関する愛知県条例 ・第7条：現地確認）

産業廃棄物管理票　交付状況報告

（施行規則第8条の20　産業廃棄物管理票の交付）

（施行規則第8条の27　産業廃棄物管理票の交付状況報告）

産業廃棄物管理票の５年間保存

　産業廃棄物管理票の返却

産業廃棄物処理業（処分）の許可

産業廃棄物処理施設の許可

産業廃棄物処理施設の維持管理

立入検査（行政の立入検査　年１回）

技術管理者の設置

一般粉じん発生装置（破砕機）の届出

規制基準の遵守

規制基準の遵守

特定施設の届出

（愛知県公害防止条例第22条第2項　種類ごとの数変更届出書）

規制基準の遵守

特定施設の届出

（愛知県公害防止条例第22条第2項　種類ごとの数変更届出書）

危険物の取り扱いと指定数量

指定数量届出（岡崎市火災予防条例）

地下タンク定期点検

地下浸透水の状態の測定（地下タンク　年1回）

（県民の生活保全に関する愛知県条例第63条）地下水揚水量報告

管理者の義務（保守点検）

法定点検

簡易点検の実施（エアコン室外機）

定期点検の実施

確認日

2023年5月20日

法規制等の名称 　条項（法律・施行令・規則）・該当する要求事項・対応すべき事項

大気汚染防止法

〇

〇

〇

〇

〇

消防法

〇

9

〇

〇

第14条の1

〇

〇

〇

第15条の1

遵守

確認

〇

〇

第14条の6

確認者

馬場、水野

第10条第２項 〇

〇

〇

〇第16条

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第15条の2

第18条の3

第18条の1

第14条17

第19条の1

浄化槽法
第10条

　帳簿作成・保管

第5条

第14条の3

第6条

第10条

第14条

第6条騒音規制法

第5条

〇

〇

廃棄物処理法

第21条の1 〇

〇

第12条の1

第12条の３

〇

産業廃棄物処理業（収集運搬）の許可

振動規制法

フロン排出抑制法

水質汚濁防止法

第11条

（株）太田圧送・三ツ木リサイクルプラント



業者への引き渡し、適切な廃棄

（家電4品目、テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機）

環境関連法規等の遵守状況を確認しましたが、いずれも適切に実施しています。なお関係当局

からの違反等の指摘はありませんでした。

その他の適用条例

愛知県リサイクル資材評価制度　実

施要領　第15条第三項

愛知県リサイクル資材評価制度　実

施要領　第15条

〇第6条

〇

遵守

確認

愛知県建設部建設企画課に５

月末までに年度実績報告。

提出書類

あいくる材評価基準適合状況報告書

あいくる材価格調査・納入実績報告

提出先

法規制等の名称 　条項（法律・施行令・規則）・該当する要求事項・対応すべき事項

家電リサイクル法

遵守

確認

（株）太田圧送・三ツ木リサイクルプラント



10 代表者による全体の評価と見直し・指示

全体評価

見直し

環境経営方針 

☑変更なし　□変更あり

環境経営目標・計画

☑変更なし □変更あり

実施体制

☑変更なし □変更あり

2023年 5月 30日

代表取締役　浅岡直人

二酸化炭素排出量の削減や電力、水、軽油使用量の削減、については適切に取組が行われてい

ます。今後も維持、更に削減できるよう努めてください。

ガソリンの使用量以外は目標を達成できています。

今年度も削減しつづけていけるよう社員一人ひとりが環境への自覚をもって行動してくださ

い。

（株）太田圧送・三ツ木リサイクルプラント



株式会社太田圧送・三ツ木リサイクルプラント

〒444-0246 岡崎市上三ツ木字北稗田8番地

電話0564-43-3159　FAX 0564-43-5488
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